
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年2月10日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 日建工学株式会社 上場取引所 東 

コード番号 9767 URL http://www.nikken-kogaku.co.jp
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 行本 卓生

問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 佐藤 誠 TEL 03-3344-6811
四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 3,233 △3.5 △482 ― △481 ― △479 ―

22年3月期第3四半期 3,352 △0.5 △331 ― △322 ― △330 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △26.23 ―

22年3月期第3四半期 △18.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 4,378 2,200 50.3 120.38
22年3月期 5,753 2,770 48.1 151.21

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,200百万円 22年3月期  2,765百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 △19.5 △590 ― △590 ― △600 ― △32.81



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、上記予想の前提条件等に関する事項につきましては、2ページ【定性的情報・財務諸表等】（3）連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 18,622,544株 22年3月期  18,622,544株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  339,221株 22年3月期  333,054株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 18,286,635株 22年3月期3Q 18,293,117株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）の我が国経済は、内外での景気対策や新興

国における需要回復等を背景に緩やかな回復の動きが続いたものの、期の後半にかけては、急激な円高の進行や株

式市場の低迷により企業収益の悪化が懸念されるなど、景気は先行き不透明な状況が強まる展開となりました。ま

た、個人消費の動向は、政策効果で一部持ち直しの動きが見られたものの、厳しい雇用情勢やデフレ懸念等から依

然として厳しい状況で推移いたしました。 

  このような情勢のもと、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、技術力を活かした提案営業やモニタリン

グ活動を強化するとともに、当社グループ製品の普及活動を積極的に取り組んでまいりました。また、コンクリー

ト表面上に食物連鎖の基礎となる藻類の生長を促進し、魚や貝類が集りやすくなる生息環境を創り出す環境活性コ

ンクリート（ＥＶｉＣｏｎ）を平成22年7月1日に事業開始し、新しい付加価値として当社の消波ブロックに取り付

ける設計提案を着実に進めてまいりましたが、型枠貸与事業においては売上、利益共に減少し、環境土木製品販売

事業においては売上が微増しましたが利益は減少致しました。 

  当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）の連結経営成績につきましては、売上高

3,233百万円（前年同四半期比3.5％減）、営業損失は482百万円（前年同四半期は331百万円の営業損失）、経常損

失は481万円（前年四半同期は322百万円の経常損失）となり、四半期純損失は479百万円（前年同四半期は330百万

円の純損失）となりました。 

セグメント別にみると、型枠貸与事業の売上高は642百万円、営業損失は335百万円となり、環境土木製品販売

事業の売上高は2,590百万円、営業損失は146百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、4,378百万円となり、前連結会計年度末比1,375百万円の減少と

なりました。その主な要因は、債権回収による受取手形及び売掛金の減少1,120百万円と商品在庫の減少94百万

円、有形固定資産の減価償却等による減少101百万円等によるものであります。 

 また、純資産は2,200百万円となり、前連結会計年度末比569百万円の減少となりました。その主な要因は、当四

半期純損失及び剰余金の配当による利益剰余金の減少534百万円とその他有価証券評価差額金の減少29百万円等に

よるものであります。  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下資金という。)は、前連結会計年度末に比べ、

151百万円減少し、854百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況については、以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は348百万円(前年同四半期は265百万円の収入）でした。主に売上債権の減少1,138

百万円、たな卸資産の減少96百万円、減価償却費301百万円による収入と税金等調整前四半期純損失475百万円、仕

入債務の減少637百万円などの支出によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は306百万円(前年同四半期は129百万円の支出）でした。主に鋼製型枠等有形固定

資産の取得による支出197百万円、差入保証金の差入による支出90百万円及び短期貸付による支出18百万円による

ものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により支出した資金は192百万円(前年同四半期は185百万円の支出）でした。主に剰余金の配当等によ

る支出54百万円及びリース債務の返済による支出138百万円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました平成23年3月期通期業績予想を修正してお

ります。  

 詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

ださい。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  ① たな卸資産の評価方法  

  四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省略し前連結会計年度に係る実

地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

 ② 固定資産の減価償却費の算定方法 

  固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分

して算定しております。 

 ③ 退職給付引当金の算定方法 

  従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、年間予定額を期間按分して算定しております。 

 また、当社は、執行役員の退職金の支給に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を期間

按分して算定しております。 

 ④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 ⑤ 税金費用の計算 

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月

31日）を適用しております。 

  これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

  当社は、不動産賃借契約に基づき、賃借建物の退去時における現状回復に係る債務を有しておりますが、

当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来移転する予定もないことから、資産除去債務を

合理的に見積ることができないため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

表示方法の変更 

四半期連結損益計算書 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５

号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示

しております。 

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,049,419 1,200,420

受取手形及び売掛金 1,443,347 2,564,151

商品及び製品 200,197 294,333

原材料及び貯蔵品 18,575 19,876

その他 135,636 89,523

貸倒引当金 △18,520 △22,522

流動資産合計 2,828,655 4,145,783

固定資産   

有形固定資産   

リース資産（純額） 548,387 546,476

その他（純額） 187,523 290,492

有形固定資産合計 735,910 836,968

無形固定資産 35,077 43,279

投資その他の資産   

投資有価証券 531,478 568,358

その他 403,042 322,186

貸倒引当金 △155,704 △163,026

投資その他の資産合計 778,816 727,518

固定資産合計 1,549,804 1,607,766

資産合計 4,378,460 5,753,549

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,233,335 1,905,161

未払金 141,095 102,365

未払法人税等 9,852 19,902

リース債務 310,703 185,236

その他 56,238 196,135

流動負債合計 1,751,225 2,408,801

固定負債   

繰延税金負債 92,959 100,185

退職給付引当金 81,026 79,921

役員退職慰労引当金 32,775 29,572

リース債務 219,500 364,948

固定負債合計 426,261 574,628

負債合計 2,177,487 2,983,429
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,004,427 1,004,427

資本剰余金 541,691 541,691

利益剰余金 570,273 1,104,760

自己株式 △58,618 △58,193

株主資本合計 2,057,774 2,592,686

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 143,198 172,851

評価・換算差額等合計 143,198 172,851

少数株主持分 － 4,581

純資産合計 2,200,972 2,770,119

負債純資産合計 4,378,460 5,753,549
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 3,352,003 3,233,210

売上原価 2,741,793 2,722,662

売上総利益 610,209 510,548

販売費及び一般管理費 941,609 992,632

営業損失（△） △331,399 △482,084

営業外収益   

受取利息 844 752

受取配当金 8,913 10,497

たな卸資産処分益 8,073 －

その他 3,080 1,789

営業外収益合計 20,911 13,038

営業外費用   

支払利息 11,429 12,282

たな卸資産処分損 543 －

営業外費用合計 11,972 12,282

経常損失（△） △322,461 △481,328

特別利益   

固定資産売却益 － 759

貸倒引当金戻入額 － 5,019

特別利益合計 － 5,778

特別損失   

固定資産処分損 670 －

特別損失合計 670 －

税金等調整前四半期純損失（△） △323,131 △475,549

法人税等 10,035 8,650

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △484,200

少数株主損失（△） △2,210 △4,581

四半期純損失（△） △330,956 △479,618
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △323,131 △475,549

減価償却費 247,742 301,254

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,109 △11,323

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 603 3,203

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,533 1,104

受取利息及び受取配当金 △9,758 △11,249

支払利息 11,429 12,282

固定資産売却損益（△は益） － △759

固定資産処分損益（△は益） 670 －

売上債権の増減額（△は増加） 434,588 1,138,286

たな卸資産の増減額（△は増加） △269,179 96,593

仕入債務の増減額（△は減少） 249,235 △637,238

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,019 △9,357

その他 △44,938 △40,487

小計 280,666 366,760

利息及び配当金の受取額 9,588 10,022

利息の支払額 △11,429 △12,282

法人税等の支払額 △12,895 △16,157

営業活動によるキャッシュ・フロー 265,930 348,342

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △195,000 △195,000

定期預金の払戻による収入 195,000 195,000

有形固定資産の取得による支出 △106,344 △197,427

有形固定資産の売却による収入 9,597 980

貸付けによる支出 △32,500 △18,500

貸付金の回収による収入 5,000 －

差入保証金の差入による支出 － △90,418

その他 △4,937 △1,054

投資活動によるキャッシュ・フロー △129,184 △306,420

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △2,500 －

自己株式の取得による支出 △460 △424

自己株式の処分による収入 225 －

配当金の支払額 △54,903 △54,280

リース債務の返済による支出 △127,806 △138,217

財務活動によるキャッシュ・フロー △185,444 △192,923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △48,698 △151,001

現金及び現金同等物の期首残高 1,274,330 1,005,420

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,225,632 854,419
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   該当事項はありません。   

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 (注）１．事業区分の方法 

  製品およびサービスの販売方法の類似性を勘案して区分しています。 

２．各区分に属する主要な事業の内容 

【所在地別セグメント情報】  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社の事業区分は、製品およびサービスの販売方法の類似性から「型枠貸与事業」と「環境土木製品販売

事業」の２区分であります。これは、当社グループにおける事業の実態をより適切に反映し、セグメント情

報の有効性を高めるものであります。「型枠貸与事業」は、消波根固ブロックの製造用鋼製型枠の貸与およ

び生態系保全、景観修景に関わる河川・道路・公園等のコンクリート二次製品の製造用鋼製型枠の貸与であ

ります。「環境土木製品販売事業」は、消波根固ブロック製品、消波根固用自然石製品、生態系保全、景観

修景に関わる河川・道路・公園等のコンクリート二次製品、土砂吸出防止・洗掘防止・遮水等の土木用シー

トマットの製品等の販売であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
型枠貸与事業
（千円） 

環境土木製品
販売事業 
（千円） 

計
 （千円） 

消去又は全社 
  （千円） 

連結 

（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  833,140  2,518,862  3,352,003  －  3,352,003

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
           -            -            -  －            - 

計  833,140  2,518,862  3,352,003  －  3,352,003

営業損失(△)  △217,208  △114,191  △331,399  －  △331,399

型枠貸与事業 消波根固ブロックの製造用鋼製型枠の貸与、生態系保全および景観修景に関わ

る河川・道路・公園等のコンクリート二次製品の製造用鋼製型枠の貸与 

環境土木製品 

販売事業 

消波根固ブロック製品、消波根固用自然石製品、生態系保全および景観修景に

関わる河川・道路・公園等のコンクリート二次製品、土砂吸出防止・洗掘防

止・遮水等の土木用シートマットの製品等の販売 
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２．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  

３．報告セグメントの損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）  

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

報告セグメント
合計 

（千円） 型枠貸与事業
（千円） 

環境土木製品販
売事業（千円） 

売上高       

外部顧客への売上高  642,532  2,590,678  3,233,210

セグメント間の内部売上高又は振
替高            -            -            - 

計  642,532  2,590,678  3,233,210

セグメント損失(△)  △335,686  △146,398  △482,084

損失(△) 金額（千円）

報告セグメント計  △482,084

セグメント間取引消去  －

四半期連結損益計算書の営業損失(△)  △482,084

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

(1）仕入実績 

  当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、自社工場を持たず製作・製造委託会社に商品を製造委託

しており、生産実績の記載ができませんので、これに代え仕入実績を記載しております。 

 （注） １．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

          ２．型枠貸与事業には、仕入実績がないため記載しておりません。 

  

(2）受注状況 

 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、受注生産を行っておりません。 

  

(3）販売実績 

   当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

４．補足情報

セグメントの名称 内容
当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日  
   至 平成22年12月31日） 

前年同四半期
比（％） 

  

 環境土木製品販売事業

（千円） 

消波根固ブロック製品、消波根

固用自然石製品、生態系保全お

よび景観修景に関わる河川・道

路・公園等のコンクリート二次

製品、土砂吸出防止・洗掘防

止・遮水等の土木用シートマッ

トの製品等の販売 

1,967,246  85.5

セグメントの名称 内容

 
  

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日  
   至 平成22年12月31日） 

  
  

前年同四半期
比（％） 

  

 型枠貸与事業（千円） 

消波根固ブロックの製造用鋼

製型枠の貸与、生態系保全お

よび景観修景に関わる河川・

道路・公園等のコンクリート

二次製品の製造用鋼製型枠の

貸与 

 642,532  77.1

 環境土木製品販売事業

（千円） 

消波根固ブロック製品、消波根

固用自然石製品、生態系保全お

よび景観修景に関わる河川・道

路・公園等のコンクリート二次

製品、土砂吸出防止・洗掘防

止・遮水等の土木用シートマッ

トの製品等の販売 

 2,590,678  102.9

計（千円）  3,233,210  96.5
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